
調

巻四十三

無　四　和　昭



　
　
　
　
　
口
　
　
　
緯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

豪
信
筆
花
園
後
醗
醐
爾
震
影
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
：
…
・
　
舳

　
　
　
　
　
観
　
　
　
究

近
世
の
生
ん
だ
二
大
史
家
…
：
－
…
…
：
・
：
：
・
一
・
：
…
…
：
む
：
：
…
・
：
－
：
・
：
…
…
：
－
：
・

支
沸
古
典
の
年
代
に
就
て
…
…
…
…
…
…
・
…
．
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
－
・
・
：

中
世
丈
化
の
基
調
…
：
…
一
…
…
…
…
…
…
…
：
・
…
・
：
・
：
・
：
：
・
：
－
：
…
・
：
・
：
…
…
：
・
…

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
こ
其
の
改
革
事
業
…
…
－
…
－
…
・
…
－
…
…
…
…
…
・
－
…
…
…

｝
八
六
六
年
六
月
十
二
日
壌
佛
密
約
に
解
す
る
｝
考
察
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…

南
朝
貴
族
制
の
起
源
並
に
其
成
立
に
到
り
し
迄
の
縄
過
に
就
て
の
若
干
の
考
察
…
…

江
南
の
民
屋
（
上
下
）
…
…
…
…
・
…
・
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
－
…
…
…
・
－
…
…
…
－

國
分
寺
の
衰
頽
に
就
い
て
…
三
…
・
「
：
…
：
・
・
…
・
…
…
…
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
：
：
・
・
…

　
瓶

　
　
第
十
四
巷
　
　
纏
綾
簸

丈
二
王
士
．
三
王
周
行
榊

理
學
博
士
　
新
　
城
　
新
．
藏
醐

文
學
博
士
　
峯
　

泉
　
　

澄
嘲

丈
學
士
　
謹
　
　
棄
甲
　
　
誌
U
　
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
マ
’

　
　
　
　
．
よ
　
　
　
　
　
　
　
－

文
學
士
　
時
野
谷
　
常
三
郎
二

文
學
士
．
黒
崎
文
雄
漏

文
學
士
藤
田
元
春
方

丈
三
士
　
魚
三
王
五
郎
一
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
夏

（
　
…
　
）

（
一
七
）

（
四
）

（
五
五
）

（
「
六
「
）

（
、
七
九
）

（
一
九
五
）

（
四
〇
五
）

（
三
二
三
）

第
十
四

総
目
録

昭
　
和

四
・
年



　
　
節
十
四
巻
　
纏
型
録

イ
ギ
リ
ス
の
支
那
派
遣
使
飾
ア
マ
ー
ス
ト
（
ピ
・
三
〉
細
工
。
・
こ
の
使
命
失
敗
に
就
い
て
丈
鼻
茸
士

評
論
新
聞
に
見
え
た
る
就
會
法
律
思
想
…
…
…
…
…
…
－
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
交
。
法
三
士

似
絡
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究
（
上
中
）
…
・
：
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…

盤
船
麻
…
の
百
株
…
（
上
下
）
：
；
：
：
；
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
・
：
：
：
；
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
　
二
二
憲
簿
士

一
八
六
九
年
に
於
け
る
佛
就
下
伊
＝
蕪
國
「
澗
萌
侃
の
、
研
究
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
・
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：
：
　
交
學
士

　
　
　
　
難
　
　
　
纂

伯
林
懐
古
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
文
學
士

硬
化
法
を
用
み
て
修
理
せ
ろ
津
石
寺
の
壁
書
…
…
…
…
…
－
・
…
…
…
…
…
…
－
・
・
…
－
　
理
學
博
士

カ
チ
ガ
ラ
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
：
－
・
・
…
…
…
…
：
、
…
…
…
…
・
…
：
：
・
・
…
…
…
…
…
　
丈
學
士

清
代
編
建
江
蘇
の
船
虫
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
・
・
：
：
…
…
…
…
…
・
・
…
：
：
…
…
…
　
文
學
博
士

グ
ツ
チ
ン
ゲ
ン
古
Ψ
の
郵
翻
・
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
・

埴
輪
土
物
の
配
置
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
・
・

林
羅
山
ε
そ
の
史
學
…
…
…
…
：
：
・
：
：
…
…
…
…
…
・
・
：
：
…
…
…
…
…
・
・
：
：
…
…
…
三
子
士

　
　
　
　
研
究
の
葉

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
策
二
十
九
圓
一
第
三
ナ
ニ
圓
）
　
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
工
面
Ψ
博
士

　
　
　
　
　
二

亙
人
　
　
野
　
　
仁
　
　
一　

D晶
@
　
（
一
一
一
一
一
一
山
ハ
．
）

牧
　
　
健
　
二
醐
島
（
三
五
〇
）

粟
野
秀
箪
騒
翌
翌

喜
田
貞
吉
熊
M
窺
犯

大
村
作
次
郎
圏
（
四
四
七
）

阪
倉
篤
太
郎

励繍三島肥

重
留

井
手

藤井
｛
二

王
貞

三
和

　
㎜

澄
二

明
剛
轟

繁
睡

陽
蟹

彦
臨

男
面

天
沼
俊
濤

（
七
六
）

（
二
〇
六
）

（
四
一
入
）

（
五
二
九
）

（
五
三
八
）

（
五
四
七
）

（
五
六
二
）

（
九
入
）

（
二
一
四
）

（
四
二
三
）

（
五
七
五
）



　
　
　
　
　
　
昨
年
の
実
墨
・
考
古
學
・
地
理
學
罪

史
學
界
（
白
墨
一
般
・
圃
史
・
朝
鮮
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
）
…
…
…
…
：
・
…
・
－
…
…
…
…
…
…
・
…
－
…
…
…
…
…
9
…
…
…
二
　
（
二
三
三
）

考
古
六
界
：
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
二
…
…
・
…
…
…
…
・
・
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
・
：
…
・
－
罵
　
（
二
八
七
）

地
理
六
界
…
…
…
：
：
・
…
・
…
…
…
…
…
の
・
・
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
・
…
…
…
…
：
：
・
・
－
　
二
　
（
三
〇
三
）

　
　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

・
呆
中
憂
論
考
9
購
講
四
民
精
黎
達
史
・
名
繁
肇
・
近
世
城
下
町
の
研
究
・
葦
の
文
化
・
懇
暑
の
研
究
・

累
震
・
箪
の
研
究
・
麓
渡
部
斧
塗
朋
傳
・
近
代
外
転
關
係
研
究
・
欝
量
・
支
那
童
・
衡
説
・
繍
灘
鯨
考
選

、
録
・
：
・
：
：
・
：
・
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
・
：
：
・
・
：
・
：
：
：
・
：
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
；
：
　
回
　
　
（
一
三
〇
一
一
瓢
一
六
）

○
堺
市
史
○
古
代
研
究
○
臼
本
法
翻
史
論
○
口
本
宗
教
史
の
研
究
○
概
．
繋
目
本
佛
函
渠
○
武
家
時
代
の
観
経
○
日
本
庶
民
教
育
実
○

臼
｝
δ
U
o
二
尊
Φ
ご
駐
9
財
軌
嵐
○
明
治
維
新
史
○
郷
歌
及
び
吏
讃
の
研
究
○
李
安
置
北
道
の
方
言
○
島
根
藩
吏
八
○
日
本
藝
業
史
○
横

濱
郷
壷
総
懸
新
田
古
嬰
書
○
滞
崎
将
器
稿
・
蜂
餐
尖
正
勝
・
趨
騒
齢
岩
松
経
家
6
脊
籍
一
寛
。
鳩
翁
義

○
誕
①
霞
目
寓
霧
登
壇
（
）
．
い
9
0
一
H
貯
。
§
甑
ぴ
q
門
δ
○
満
洲
翼
篤
志
○
雷
雲
概
論
○
近
世
世
界
政
治
外
交
史
論
○
藁
霧
○
哨
壽
月
頃
導
。
瀞
周
】
ω
（
亙
ソ

¢
貯
　
O
ご
冒
ρ
環
⇔
目
溢
①
鋤
コ
の
陰
○
無
久
加
州
縣
二
二
…
謄
蝋
名
勝
天
㎞
然
記
A
闇
物
調
査
報
…
止
口
第
七
〇
十
口
備
…
＋
欝
瓦
国
四
説
細
○
姻
職
子
拠
尚
：
：
：
：
　
階
嗣
　
（
四
三
山
バ
ー
悶
H
五
晶
ハ
）

○
大
津
京
阯
の
研
究
○
本
邦
古
代
氏
姓
の
研
究
○
慣
習
ε
法
律
○
加
賀
藩
史
料
聯
一
〇
世
界
地
理
行
脚
○
鵬
龍
山
麓
陶
窯
祉
調
査
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
す

告
○
義
公
史
蹟
行
脚
○
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
－
：
…
…
四
　
（
皿
九
九
f
六
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
彙
　
　
　
　
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ヒ
ち

○
京
都
帝
國
大
墨
丈
墨
部
大
矩
塞
親
特
別
展
槻
○
靭
剛
古
版
本
展
槻
○
植
村
評
議
員
の
計
○
京
都
帝
國
大
鑑
史
単
科
畢
盤
朝
鮮
見
雷

族
行
（
上
）
○
史
上
研
究
會
○
護
礎
會
○
西
洋
史
冊
讃
書
會
○
南
満
洲
牧
羊
城
蛙
総
掘
O
第
十
四
贈
大
瓶
會
…
…
　
剛
　
（
一
三
七
1
一
五
七
）

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
　
　
総
口
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
三



第
十
鰹
巷

総
臼
簸

四

○
史
雄
研
究
會
○
黒
兎
會
○
明
治
史
研
究
生
○
民
族
談
話
會
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
怨
　
（
三
…
四
－
三
二
〇
）

○
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
史
學
科
本
畢
年
講
義
題
目
○
昭
郷
四
年
卒
業
論
丈
題
目
○
京
都
帝
國
大
聖
第
二
＋
回
虫
期
講
演
會
○
帝
國

學
士
院
授
賞
式
○
京
都
帝
國
大
盤
藁
縄
科
學
崖
朝
鮮
見
解
族
打
（
下
）
○
史
學
研
究
會
○
讃
朝
露
○
明
治
史
研
究
會
○
西
洋
史
讃
書
會

○
民
族
款
献
詳
謂
余
目
：
・
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
；
：
：
・
：
・
：
：
・
一
：
；
：
：
・
：
・
：
・
閣
娼
　
（
閃
凹
三
山
バ
ー
四
・
七
三
）

・
轟
研
究
會
○
京
都
帝
國
大
楽
蟹
嚢
思
懸
響
養
畜
研
究
難
行
・
面
掛
緯
地
糞
蝿
修
學
馨
○
須
玖
栗
遺

跡
嚢
撫
○
讃
史
會
○
明
治
史
研
究
會
…
…
…
…
…
・
－
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
　
　
　
　
　
　
（
六
〇
五
⊥
e
西
）

盒臼

報

關
　
（
一
五
八
一
一
五
九
）
　
　
　
　
　
黒
　
　
（
三
二
〇
一
三
一
コ
）

留
剛
　
（
四
七
三
一
四
七
五
）
　
　
　
　
　
濁
　
（山

n
ニ
五
）

史
學
研
究
會
々
員
名
簿
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…

醐
　
附
簸


